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年
は
国
連
が
定
め
た
「
国
際
森
林
年
」
で
あ

り
、
我
が
国
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
森
を

歩
く
」
に
沿
っ
て
、
各
署
等
で
森
林
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
植
樹
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
イ

ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時

掲
載
し
ま
す
。

六　

技
術
の
向
上

　

森
林
に
対
す
る
多
様
化
・
高
度
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
大
学
等
と
も
連
携
し

て
、
森
林
施
業
技
術
等
の
開
発
・
普
及
や
技
術

の
向
上
の
た
め
の
研
修
・
技
術
検
討
会
等
を
実

施
し
ま
す
。

七　

�

透
明
性
の
高
い
形
で
の
国
有
林
野
の
管
理

経
営
の
推
進

　

森
林
計
画
の
策
定
に
お
け
る
地
域
に
根
ざ
し

た
幅
広
い
情
報
等
の
反
映
や
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

制
度
等
を
通
じ
た
国
有
林
へ
の
要
請
等
の
反
映

な
ど
、
国
民
の
皆
さ
ん
と
の
双
方
向
で
の
情
報

等
の
受
発
信
に
よ
り
、
透
明
性
の
高
い
形
で
の

国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
中
部
森
林
管
理
局

事
業
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら

を
ご
覧
下
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
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aff.go.jp/chubu/

 

［
北
信
署
］
四
月
二
十
一
日
、
長
野
市
立
戸
隠

中
学
校
の
二
年
生
三
十
三
名
が
、
愛
鳥
週
間
に

先
駆
け
、
長
野
市
の
戸
隠
森
林
植
物
園
で
小
鳥

の
巣
箱
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
巣
箱
か
け
は
、
同
校
が
「
身
近
な
戸
隠

高
原
に
生
息
す
る
鳥
類
に
興
味
を
持
ち
、
生
態

に
つ
い
て
学
ぶ
」「
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
動

植
物
の
保
護
に
関
し
て
理
解
を
深
め
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
八
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
伝
統
行
事
で
、
今
年
度
で
三
十
九
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
春
ら
し
い
陽
気
と

な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
北
信
署
職
員
か
ら
巣
箱
を
か

け
る
高
さ
や
向
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
残
雪
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
も
一
生
懸

命
に
林
の
中
を
歩
き
、「
こ
の
木
に
し
よ
う
か

な
」「
こ
っ
ち
の
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

と
慎
重
に
選
ん
だ
木
に
、
班
の
仲
間
と
協
力
し

て
自
作
の
巣
箱
を
針
金
で
固
定
し
ま
し
た
。

　

同
植
物
園
は
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
、

百
種
類
以
上
の
野
鳥
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
心
を
込
め
て
設
置
し
た
巣
箱
に
、

今
年
も
か
わ
い
ら
し
い
小
鳥
た
ち
が
や
っ
て
き

て
、
生
徒
た
ち
だ
け
で
な
く
、
同
植
物
園
を
訪

れ
る
た
く
さ
ん
の
利
用
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

［
北
信
署
］
四
月
二
十
一
日
、
長
野
林
業
土
木

協
会
東
北
信
支
部
北
信
分
会
会
員
二
十
九
人

が
、
二
日
後
に
開
園
を
控
え
た
長
野
市
の
戸
隠

森
林
植
物
園
で
歩
道
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
同
会
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

「森林ふれあい講座」での湿原観察
（名古屋事務所・愛知所）

地域住民との懇談会の開催（神通川森林計画区・富山署）

「
戸
隠
森
林
植
物
園
」
で

　
　
　

小
鳥
の
巣
箱
か
け

�

長
野
市
立
戸
隠
中
学
校

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

自作の巣箱を手にする戸隠中学校2年生

「
戸
隠
森
林
植
物
園
」
で

　
　
　

歩
道
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

長
野
林
業
土
木
協
会
北
信
分
会
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と
し
て
平
成
十
八
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
年
度
で
六
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
道
（
約
二

㌔
㍍
）
の
左
右
の
支
柱
に
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
を

張
り
ま
し
た
。
当
日
は
暖
か
い
日
差
し
に
恵
ま

れ
た
も
の
の
、
前
々
日
の
降
雪
で
歩
道
の
一
部

に
は
残
雪
が
あ
り
、
足
元
の
悪
い
中
で
の
作
業

と
な
り
ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
は
、
利
用

者
の
転
落
防
止
お
よ
び
湿
地
帯
の
植
生
保
護
を

目
的
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
冬
期
間
は
積
雪

に
よ
る
ロ
ー
プ
や
歩
道
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
に

取
り
外
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
歩
道
の
雪
か
き
、
苔
落
と
し
等
の
清

掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
歩
道
の
苔
は
、
利
用

者
の
転
倒
や
木
道
の
腐
朽
に
つ
な
が
り
ま
す
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
コ
ッ
プ
や
デ
ッ
キ
ブ
ラ

シ
を
手
に
し
、
丁
寧
に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
汗
を
か
き
上
着
を
一
枚
脱
い
で
作

業
を
続
け
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
開
園
準
備
の
重
要
な
作
業
の
一

つ
で
、
利
用
者
が
安
全
に
散
策
で
き
る
よ
う
、

北
信
署
職
員
の
指
導
の
も
と
全
員
で
協
力
し
て

作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
リ
ュ

ウ
キ
ン
カ
が
美
し
く
咲
き
始
め
、
た
く
さ
ん
の

野
鳥
の
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今

年
も
多
く
の
方
々
に
同
植
物
園
の
自
然
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
四
月
二
十
八
日
に
田
立
の
滝

開
き
及
び
南
木
曽
町
・
木
曽
森
林
管
理
署
南
木

曽
支
署
合
同
植
樹
祭
を
田
立
国
有
林
に
お
い

て
、
南
木
曽
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団
を
は
じ

め
、
町
及
び
郡
内
か
ら
約
百
五
十
名
が
参
加

し
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
と
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
植
樹

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

合
同
植
樹
祭
に
先
が
け
て
、
田
立
の
滝
開
き

安
全
祈
願
祭
が
三
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
立
の
滝
は
「
日
本
の
滝
百
選
」
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
十
八
年
の
豪
雨
災
害
等
に

よ
り
山
肌
が
被
害
を
受
け
、
危
険
が
あ
る
た

め
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
入

山
禁
止
に
し
て
、
復
旧
治
山
工
事
を
三
カ
年
に

わ
た
り
行
い
、
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

通
行
規
制
の
解
除
と
と
も
に
今
年
一
年
間
の
に

ぎ
わ
い
と
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
の
式
典
で
は
、
南
木
曽
小
学
校
み
ど

り
の
少
年
団
の
代
表
二
名
よ
り
「
ヒ
ノ
キ
の
香

り
が
大
好
き
、
植
樹
が
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し

い
」「
植
え
た
木
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
花
が
咲
く

の
が
楽
し
み
」
等
と
い
っ
た
作
文
発
表
の
後
、

植
樹
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

今
年
は
「
国
際
森
林
年
」
の
年
で
も
あ
り
、

会
場
に
て
パ
ネ
ル
や
の
ぼ
り
の
設
置
な
ど
を
行

い
、
本
取
組
み
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
植
樹
祭
終
了
後
は
南
木
曽
小
学
校
み

ど
り
の
少
年
団
を
対
象
に
森
林
教
室
を
行
い
、

田
立
の
滝
開
き
を
行
っ
た
田
立
の
滝
の
自
然
散

策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
多
く
の
登
山
者
が
田
立
の
滝
を
訪

れ
る
こ
と
に
な
り
、
植
樹
し
た
木
々
が
四
季
を

通
じ
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
と
の
協
働
を
継
続
し
て
一
体
と

な
っ
て
事
業
に
取
組
む
考
え
で
す
。

グリーンロープを張る会員の皆さん

田
立
の
滝
の
滝
開
き
を

　
　
　

地
域
と
と
も
に
祝
う

～
南
木
曽
町
と
の
合
同
植
樹
祭
を
実
施
～田立の滝開き（安全祈願）

植樹するみどりの少年団員

植樹を終えて（みどりの少年団）
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～
息
を
合
わ
せ
て
安
全
作
業
～

 

［
東
信
署
東
部
森
林
事
務
所
班
］
東
部
森
林
事

務
所
は
、
長
野
県
東
御
市
の
北
山
、
新
張
山
、

和
山
国
有
林
の
三
、八
六
〇
㌶
を
管
理
し
て
い

ま
す
。
管
内
に
は
、
湯
の
丸
山
を
中
心
に
な
だ

ら
か
な
台
地
を
な
し
て
広
が
る
湯
の
丸
高
原
が

あ
り
ま
す
。
六
月
下
旬
に
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の

大
群
落
が
一
斉
に
咲
き
、
ま
た
冬
は
湯
の
丸
ス

キ
ー
場
と
し
て
、
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
や
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

現
場
班
は
、
基
幹
作
業
職
員
一
名
と
再
雇
用

の
臨
時
作
業
員
一
名
の
少
人
数
班
で
す
が
、
東

部
、
和
田
、
大
門
の
三
森
林
事
務
所
の
部
内
を

事
業
区
域
と
し
て
い
ま
す
。
作
業
内
容
は
、
境

界
巡
検
を
は
じ
め
、
収
穫
調
査
、
森
林
保
全
管

理
、
林
道
維
持
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
国
有
地
に
接
す
る
箇
所
は
、
道

路
、
民
有
地
な
ど
が
入
り
組
み
、
境
界
の
距
離

も
長
く
、
境
界
管
理
に
は
気
を
遣
っ
て
い
ま

す
。

　

現
場
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
毎
朝
、
森
林
事

務
所
に
集
合
し
て
体
操
を
行
っ
た
あ
と
、
森
林

官
と
そ
の
日
の
天
候
や
作
業
内
容
に
応
じ
た
安

全
作
業
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
、
作
業
の
段

取
り
、
安
全
の
確
認
等
を
し
っ
か
り
行
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
災
害
の
な
い
明
る
い
職
場
作
り

を
目
指
し
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
、
安
全
作

業
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

林
野
庁
人
事
（
抄
）

�

五
月
十
五
日
付

▽�

五
月
十
五
日
退
職
（
局
企
画
調
整
室
監
査
官

（
伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所
長
））

�

渡
邉　

 

敬
治

林
野
庁
人
事
（
抄
）

�

五
月
十
六
日
付

▽�

関
東
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
長
（
局
計
画

部
長
）�

川
野　

 

康
朗

▽�

中
部
森
林
管
理
局
計
画
部
長
（（
独
）
森
林

総
合
研
究
所
総
合
調
整
室
長
）�

宿
利　

一
弥

▽�

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
石
川
森
林
管
理
署
長

（
局
北
信
森
林
管
理
署
長
）�

岡　
　

 

義
人

▽�

中
部
森
林
管
理
局
北
信
森
林
管
理
署
長
（
関

東
森
林
管
理
局
会
津
森
林
管
理
署
長
）

�

嵯
峨　

端
夫

▽�

中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
監
査
官
（
伊

那
谷
総
合
治
山
事
業
所
長
）（
局
森
林
整
備

部
付
（
名
古
屋
事
務
所
））�

水
野　

 

拓
郎

▽�

東
北
森
林
管
理
局
計
画
部
流
域
管
理
指
導
官

（
中
部
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
付
）

�

小
森 　

哲
也

▽�
林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理
課
監
査
官
（
東
北

森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
（
宮
城
北
部
署
駐

在
）
併
任
）（
局
計
画
部
計
画
課
長
）

�

川
浪
亜
紀
子

▽�

中
部
森
林
管
理
局
計
画
部
計
画
課
長
（
近
畿

中
国
森
林
管
理
局
計
画
部
計
画
課
長
）

�

山
口　

輝
文

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

五
月
十
六
日
付

▽�

中
部
森
林
管
理
局
出
向
（
飛
騨
森
林
管
理
署

流
域
管
理
調
整
官
へ
）（
林
野
庁
国
有
林
野

部
業
務
課
災
害
対
策
班
災
害
調
整
係
長
）

�

日
置　

順
昭

▽�

岐
阜
森
林
管
理
署
総
務
課
付
（
岐
阜
署
業
務

第
一
課
長
）�

所
附　

泰
幸

▽�

岐
阜
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
長
（
岐
阜
署

総
務
課
総
務
係
長
）�

砂
留　

直
浩

▽�

東
北
森
林
管
理
局
出
向
（
米
代
東
部
森
林
管

理
署
上
小
阿
仁
支
署
業
務
第
一
課
経
営
係
長

へ
）（
富
山
署
業
務
課
付
）�

鈴
木　

正
晃

◎
会
計
実
地
検
査

　

６
月
６
日
～
10
日　
　

局
ほ
か

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

６
月
８
日　
　

岐
阜
署
管
内

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

６
月
11
日　
　

愛
知
所
管
内

◎
長
野
県
植
樹
祭

　

６
月
11
日　
　

長
野
県
塩
尻
市

◎
流
域
管
理
調
整
官
会
議

　

６
月
21
日
・
22
日　
　

木
曽
署
管
内

人
の
う

ご
き

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

境界保全作業中の東部班の2人
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しろ うま だけ

越中八尾越中八尾越中八尾

風景紀行

お
わ
ら
風
の
盆
と
白
木
峰

 

［
富
山
署
］
富
山
市
八
尾
地
区
（
旧
八
尾
町
）

市
街
地
は
、
富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

古
く
は
「
富
山
藩
の
御
納
戸
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
豊
か
な
町
で
、
飛
騨
と
の
交
易
や
越
中
売
薬

な
ど
で
栄
え
て
き
ま
し
た
。
町
内
に
は
、
江
戸

時
代
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
古
い
町
並
み
が
あ

り
、
諏
訪
町
通
り
は
日
本
の
道
百
選
に
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
並
み
を
歩
く
と
道
の

両
側
に
は
火
防
・
流
雪
用
水
路
「
え
ん
な
か
」

と
呼
ば
れ
る
用
水
が
あ
り
、
水
の
奏
で
る
音
は
、

日
本
の
音
風
景
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
八
尾
地
区
で
は
、
毎
年
九
月
一
日
か
ら

三
日
に
か
け
て
全
国
か
ら
二
十
万
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
る
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
二
百
十
日
の

前
後
は
、
台
風
の
到
来
が
多
く
、
昔
か
ら
収
穫

前
の
稲
が
風
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
豊
作

祈
願
が
行
わ
れ
、
こ
の
祭
り
が
「
風
の
盆
」
と

言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

祭
り
の
情
趣
を
最
も
堪
能
で
き
る
の
は
、
踊

り
手
、
唄
い
手
、
伴
奏
者
が
一
団
に
な
っ
て
坂

の
多
い
町
の
道
を
進
む
町
流
し
で
す
。
無
言
のおわら風の盆

白木峰から浮島に至る登山道（野積国有林）

浮島の池（野積国有林）

踊
り
手
た
ち
が
洗
練
さ
れ
た
踊
り
を
披
露
し
、

越
中
お
わ
ら
節
に
哀
調
あ
る
胡
弓
の
音
色
が
添

え
ら
れ
、
来
訪
者
を
魅
了
し
ま
す
。

　

八
尾
地
区
の
南
部
、
岐
阜
県
飛
騨
市
河
合
と

の
県
境
に
は
野
積
国
有
林
が
あ
り
、
白
木
水
無

県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
木

峰
の
山
頂
一
帯
は
、
ゆ
る
や
か
な
起
伏
の
草
原

で
散
策
道
が
整
備
さ
れ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
自
然

観
察
を
楽
し
め
ま
す
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
コ

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
高
山

植
物
が
開
花
す
る
六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
頃

が
一
番
の
見
頃
で
す
。
山
頂
か
ら
木
道
を
歩
い

て
い
く
と
高
層
湿
原
（
池
塘
）
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
の
池
、
二
の
池
、
三
段
の
池
、

消
滅
の
池
が
あ
り
、
木
道
の
終
点
に
は
「
浮
島

の
池
」
と
呼
ば
れ
る
池
塘
が
あ
り
ま
す
。

　

白
木
峰
の
標
高
は
一
、五
九
六
㍍
あ
り
ま
す

が
、
標
高
一
、三
五
〇
㍍
に
駐
車
場
が
あ
り
、

山
頂
ま
で
は
一
時
間
ほ
ど
で
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

�

八
尾
市
街
へ
は
、
富
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
三
〇

分

　

�

白
木
峰
登
山
口
駐
車
場
ま
で
は
、
八
尾
町
市

街
地
か
ら
車
で
五
〇
分

【
周
辺
散
策
】

八
尾
市
街

　

�

坂
の
町
美
術
館
、
越
中
八
尾
観
光
会
館
（
曳

山
展
示
館
）、
八
尾
お
わ
ら
資
料
館

白
木
峰
周
辺

　

�

仁
歩
ほ
た
る
の
里
、
大
長
谷
（
お
お
な
が
た

に
）
温
泉
、
杉
ヶ
平
キ
ャ
ン
プ
場
、
二
一
世

紀
の
森
な
ど


